登録研修機関適合書類関係チェック事項
申請者（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	· 
	
	確認事項
	備考

	Ⅰ　業務規程書確認事項（省令附則第14条）

	受付方法・実施場所・実施時期・実施体制・実施方法について

	
	①
	開講目的が記載されているか
	

	
	②
	研修事業の名称が記載されているか
	

	
	③
	実施する研修課程が記載されているか
	

	
	④
	受付方法が記載されているか
	

	
	⑤
	実施場所が記載されているか
	

	
	⑥
	実施時期が記載されているか
	

	
	⑦
	研修講師氏名一覧が定められているか
	

	
	⑧
	実地研修実施先一覧（施設等であって事前登録が可能な場合に限る）
	

	
	⑨
	研修修了の認定方法が記載されているか
	

	
	⑩
	受講資格について記載されているか
（実施事業者に所属する職員以外にも受講希望者を受け入れるもの）
	

	安全管理のための体制について

	
	⑪
	安全管理のための体制について定めているか
	

	料金に関する事項について

	
	⑫
	料金は適当な額であり、料金の収納方法について受講者に配慮した取扱いを定めているか。
	

	業務に係る帳簿、書類の保存について

	
	⑬
	研修修了者についての管理方法（基本研修のうち講義、演習の各段階についても管理されるもの。）を定めているか。
	

	Ⅱ　適合書類関係

	1法附則第八条第一項第一号で定める要件（研修内容）

	
	1-(2)
	カリキュラム表は国の省令に定めてある内容か
（※人工呼吸器装着者へ対する喀痰吸引の演習、実習を行う場合は、業務規程及びカリキュラムに記載すること）
	

	法附則第八条第一項第二号で定める要件（講師要件）

	
	2-(1)

	講師は医師、看護師、保健師、助産師であり、講師ごとに講師履歴書を作成していること。
	

	
	2-(2)
	資格免許の写し
（国及び県の指導者講習修了者であれば修了証の写し）
	

	法附則第八条第一項第三号で定める要件（研修の実施内容）

	
	3-①
	講師一覧表の作成（業務規程に記載されていれば省略可）
	

	
	3-②-a
	図書目録の作成
	

	
	3-②-b
	備品一覧表の作成（下記確認表により数量等確認）し、管理方法を定めていること。
（備品を保有せずに実施する場合、賃貸等の確認の取れる資料を添付）
	

	
	3-③-a
	研修業務を適正に実施するため、当該喀痰吸引等研修の経理が他と区分して整理されている。
	

	
	3-③-b
	会計帳簿、決算書類等収支状況を明らかにする書類を整備している。（申請時には決算前であるため、書式のみの提出で可。作成している場合予算書を提出。）
	

	
	3-④
	講師の氏名及び担当する科目を記載した書類を備えること
	

	
	3-⑤
	研修修了者の名簿を作成し、業務廃止まで保管すること
（業務規程に定めている場合は省略可）
	

	
	3-⑥
	課程ごとの研修修了者一覧表を定期的に都道府県に提出すること。（業務規程に定めている場合は省略可）
	


3　備品確認欄
	· 
	品名
	
	保有数
	備考

	
	吸引装置一式
	適当数
	
	

	
	経管栄養用具一式
	適当数
	
	

	
	処置台又はワゴン
（代替機能を有する床頭台等でも可）
	適当数
	
	

	
	吸引訓練モデル
	適当数
	
	

	
	経管栄養訓練モデル
	適当数
	
	

	
	心肺蘇生訓練用器材一式
	適当数
	
	

	
	人体解剖
（全身模型とし、分解数は問わない。三号研修は除く）
	1
	
	


